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オリンピック関連記事にみられる国家意識の変容
〈帝京国臣〉本一似の門的は、日本人の国家に対する怠識がどのように変化しているの
かを分析することにある。この惚旬、オワンピソク閲述の新聞記事において、「悶家…ゃ日本人選手がどのように捕かれているのかに出向する。近年、オリンピックが喚起する袋含的アイデンテ
f
ティの甘郷愁は凶ー一本から、人間関、
間以淡などに移り変わってきてい といわれる。しかしこうした滋論は、旧総民地図家や多文化問家を対象 したものであり、「単一民族神話」が根強い日本においては状況が災なっている。本稿では、一九八八年、九二年、九六年のオリンピック 関する新聞記事を、コンピュ
i
タ・コーティング
を出いて分析し、 ドのようなことがわかった …九八八年ではぺ凶山本
L
は「同氏」を抑圧する対象として否定的に促えられていた。九- 年になると、「同家」は出際的な舞台で刷州市内と活開削 選手 ちによって象徴さ るようになる。そし 、九六年になると「国家」や叶日本」と う概念
'U
体
の使われる頻度がドがり 代わり 日本人選手 族やチiム い た税約で小さな叫ん八円川体の支えの山中で苦難を梁り舷える姿が儲かれるようになる
永吉希久子
川門家が柏府内的アイデンティティの探鉱としての役割を失いつつある中で、行本では町民族や人間仰という概念がリアリティ会持たないために、「山氷絞」や「チ!ム」など失われつつある税訟な共同体への問婦が起こっているのであヴ心。キーワード
ナショナリズム、
エスニシティ、オリンピック、計鼠テキスト分析、
庁伐材己いれ戸主小日
μ
ヨ口一一
オ 1) ンピソク関連記事にみられる悶家意識の変海87 
1 
はじめに
一一OO
四年のアテネオリンピックにおいて日本は史上最多のメダ
ルを獲得した。テレビでは連日試合の結巣が伝えられ、金メダリストの言葉は流行語大賞にもなった。オリンピックだけではない。ワールドカップで そろいの青いユニフォームを着て
一ッポン」を応
援する人が街にあふれ、臼本語ブ
i
ムが巻き起こった。香山
(M83
はこうした「日本が好き。
だって臼本人だから。」という意識を
「ぷちナショナリズム」と名づけ、?フデイカルなナショナリズム」に転換していく可能性を示唆している。こうした分析のなかでは、日本人選手た に声援を送り、
ニッポン」を連呼する人たちの姿
から、全体主義的なものが想起されているのである。
オリンピックという場はナショナリズムを論じること自体が夕、フ
l
とされる臼本において、それが許される場である(佐伯
MOOH3
ふ凶)。
つまり、オリンピックでは、普段意識されない、あるいは意識していたとしても表現することの許されないナショナリズムが現れるといえる。しかし 「ニッポン
の連呼は本当に臼本への帰痛感の表
明だといえるのだろうか。向じ臼本人選手への であっても、時代によっておかれている文脈は異なるのではないだろうか。「思想
の読み替えが苛われる」(小熊
MOON)
のだとすれば、同じ一言葉が使われているから って、以前と閉じが受け入れられる際には、思想が共有さ ている はいえな 。そこで 論では、オリンピッ
クに関連する新聞記事の記述の変化をたどり、オリンピックについ
88 
ての記述に現れ 「日出家」の意味づけがどのように変化してきたのかを分析する。
2 
オリンピックとナショナリズムの関連
っι
開寸・
2・
ナショナリズム研究の現状
ナショナリズムについての研究には大きく分けて
つの立場があ
アンダーソンやゲルナ
iら、国民(ロ即位。ロ)とナショ
ナリズムを近代社会の産物であるとする「近代主義者ヘそしてもる
。
一つは、
う一つは、国民とナショナリズムは恒久的であり、
それらは自然な
もので、歴史状況に左右されないとす
「原初主義者」
である
(∞旦仲町-混血
4330
「集合的な文化的統帯と感情が極めて古いもの
である」とい 「原初主義者」の見解は間違い はない
2guZ3
∞ふ
i33
。しかし、
その文化的紐帯が、多くの見ず知らずの人々を含
む「国民」という単位を採ったことへの説明には不十分であり、また、近代的諸条件が変化したことによって が変化するという視点を採りえない。実際の社会状況 見れば、大戦中のファシズムの台頭、冷戦下 の南北の対立、
ソヴィエトの崩壊と各地で
の民族主義 高まりなど、時代に応じて留民 関家の関係は変化しており、国民が盟家に向ける感情も異なっ いる 考えられる。
ーコ
まり、「近代主義者」の議論の方が有効であるといえる。近代主義者の
入、ベネディクト・アンダーソンは、国民を、本
来的に限定され、かっ主権的なものとして想像された、「相官僚の政治的共同体」であるとした。それは、言語によって「想像」された共同同体である。我々は自分の国の大半の人 面識を持たないにも関わらず、眼られた国境を持つ国民を想像している。そして、その国墳の向こうには他の国民がいる(〉昆
28
ロ-申告
43
叶一区ふ)。こう
した想像の共同体を生み出したのは、資本主義、印刷技術などのコミュニケ!ション技術、そして、人間の一言語的多様性という指命性のあいだの相互作用であった。そして、「国民」は「モジュールとなり多様な土壌に適応していったのである。ここで
lま
の色、性、生まれ、生まれた時代などひとがいかんともし
がたいすべて ものと同一視され
(〉民問門的。ロ]ゆ∞凶
H33
一出血)も
のとして扱われている。
しかし、
」のアンダーソンの議論は活字メディアの発達が国民
(訪問きる いう概念の発生に与えた影響 焦点をあわせたために口頭でのコミュニケ
l
シヨンなどその他のメディアが与える影響に
ついて、過小評価する結果となった(要。
mg
いNos-
活字メディア
が国民を想像することを可能にした一方で、関家を愛し、そのために死ぬこと 可能にした は口頭でのコミュニケーションである(要。開
ENOO
片品。品)点ゃ、当時活字を読める人はごく少数のエリート
に限られていたという点を考厳にいれると、こうした活字以外のメディアが果たした役割は重要であ といえ 。
つまり、活字メデイ
アの機能だけでは、
般の人々が「圏家」や
に対してどの
ように感じていたのか ついて 充分に説明できないのである。
一般の人々の国家や国民に対する意識を高めたのは、むしろ旗や
パレードなど撹覚に訴える媒体である(冨田勾這∞ふ)。
そして、オリ
ンピックもそうした国家に対する心情ゃ、国間民国家のなかでの「われわれ」という意識を促進す 上 有効な媒体であるといえる(」「白『〈
OMOON
ゆ図。由加叫白
gg-330
そこで、次節では、
と国家の関連をより詳しくみていく。
オリンピック
2
・
2
オリンピックにおける集合的アイデンティティ
オリンピックと国家の関連を論じる多くの研究
(L
が明らかにす
るように、オリンピックは長らく国威発揚の手段として利用されてきた。
オリンピックが「参加することに意義があるものであるこ
と」あるいは、「個人間で競うものであるこ 」が強調されるようになったのは、オリンピックと国家の結びつきが強くなったこ の反動であると考えられる(出血おお里目的右∞少臼本オリンピック委員会芯ま)。こうしたオリンピックと国家との結びつきは、第二次大戦後も東西陣営政治の中に持ち込まれ、組織的なド!ピ グの使用やボイヨットという 戦略がオリンピックにおいて推し進められた(アイヒベルグ
NOO
品一品
MSM)
。
しかし、メディアが発達し、
スポーツの備業化が進む中で
2
、
オリンピックは「国家」の威信を高めることとは異なる文脈の中でも機能しはじめる。その一例といえるのが、
メキシコオリンピック
で二人の黒人選手が行った、反人種差別のアピールである。
この大会は、衛星技術による世界同時中継がはじめて可能になっ
89 ーーオリンピック関連記事にみられる閤家意識の変容
た大会であり、出対国を基本とした「インターナショナル」なイベントであったオリンピックが、空間と時間を縮減した形で
_,_ 
4ど
超えて世界中に広がる「グローバル」なイベントとなっ はじめての大会であるといえる。この大会でメダルを獲得した二人の黒人選手、トミ
1
・スミスとジョン@カルロスは、
アメリカ国歌が流れ、
段条旗が掲揚される場面、
つまり「ナショナル・ヒーロー」として
自らがたたえられる場耐で、悶旅から目をそらし、
い、グローブを
つけた握りこぶしを突き上げた。彼らの入額殺別に抗する運動は、「オリンピックの持つ特徴それ自体を媒介にしなが 、既存の国民や民族といっ ものを超 たより広範な集合性を、
その内部に生み
出していった」(山本忠宏一
M3)
。
スポーツは黒人にとっ
'^ 
び〉
移動を吋能とする数少ない分野であったが、
そこでも
は白人
と比べて知性の出で劣る」などの偏見から、チームプレイ 競技においては周辺的なポジションにしかっけないなどといっ 差別が存夜していた(∞急時間
-3
ア叩弔問ロふ自門
N832)
。こうした状況の
中で、「国際的なレベルの(黒人)選手たちは、悶 威信が賭けられたとさだけ自分たちが積織的に白 社会 要求されるという矛届につきあたっ
いた(山本包宏一
MMM)
。そして、
の威信」とは
別の文脈の中に自分たちのパフォ
i
マンスを位置づけることで、
を超えた集合性を示したのである。
ま
fこ
という大きな単位がソヴィエトの崩壊によって分
解したことをきっかけに、
ソヴィエトに限らず世界の全地域におい
て、より小さな民族という単位がスボ!ツにおい も臼 自を見
ようになった。たとえば、バルセロナ大会においてはカタロニアの
90 
「部族的」
アイデンティティ@ポリティクスが支持され、
ケルトの
関々は自分たちのスポーツ・アイデンティティを発展させている(アイヒベルグ
MCCAF
一品V30
しかし、オリンピックの場における
した新たな集合性の表象は、必ずしも「部族」やマイノリティとな
や「部族」を基盤と
る人種の側からの、
つまり、「ドから」の運動だとはいえない。例
えば、オリンピックを招致するためには地の都市との差異を強調することが重要となる。そのために、地の都市とは異なる「多械な伝統」を「作り上げ」、「発明」するという場合もある芝田口氏関
ZNO
宏渇
町村
NCOO)
。シドニーオリンピックではアボリジニの文化が強調さ
れたが、
それはあくまでセレモニーとしてであり、
オリンピックの
競技にアボリジニの身体運動(たとえばブ
i
メランの投櫛)が含ま
れることはなかった。
アイヒベルクはこの内…を指摘し、
シドニーォ
リンビッグでアボリジニのアスリ
i
トであるキャシ
i-
フリ
i
マン
が盟火台に火を点し こと、
そして問
OO
メ
i
トルで優勝したあと
オーストラリアの国旗と 旗両方を振ったことに触れ、次のように述べてい 。
「私たちのキャシート・」と、
オ
i
ストラリアのメディアは見出
しをつけ称賛した。だがそれは誰のキャシ
l
について語っていた
のだろうか?そしてそのときの「私たちいとは誰なのだろうか?いったい「私たち」とは誰なのだろうか?(アイヒベルグ
Mg弁
出{))ここでみられるように、現在のオリンピックにおいては、かって
のような国家を基盤としたものとは異なる集合性が存在する。グロ
i
パリゼ
1
ションの結果、「選手」は
は「自分」と
いう「個人主義的スポーツ観い(村田芯お)が広がったのではなく、「人種」や「部族」など、これまでの「国呉国家」を超えた集合性に自己同
化の対象を見つけたのである。
オリンピックにおける集合的アイデンティティはいまだ存在して
おり、人々はオリンピックで活躍する選手たちの姿に、「私たち」という集合性を見出している。その「私たち」が誰な かは 一時間る人によって異なるだろう。では、敗戦によって帝盟主義が否定され、その結果 し
民族神話が国民に広まっている
(小熊
3ヨ
己申
82)
日本で、自分が「日本人」であることを疑うことなく生き
る「中心的臼本人」(高橋
MCOO)
にとって、
オリンピックの場屈で
の「私たら」とは誰なのだろうか。前述 たように、これまでオリンビッグでの「がんばれニッポン」の連呼は、国家を基盤とした集合性の表象として捉えられてきた。以下 章で 日本においてオリンピックという場 関家」 位置づけがどのように変化したのか「国家」がいまだ集合性 基殺 なりえている か ついて検証する
3 
オリンピック記事に見られる国家の妓置づけの変化
3
・
1
分析の手法
本論では、
テキスト分析(川端
NCCS
という手法、
なかでも
六日向
2(口O会川町守、とい
テキスト分析ソフトを用いて、新聞記事を
分析する。これまで、オリンピックに隠する研究においても、ナシヨナリズムに関する分析においても、新聞記事の盤的分析は行われていない。しかし、
テキスト分析という手法は実証的かっ柔軟な
分析が司能となるという利点を持っている。例えば、こちらが決めた川問答の中から調資対象者が答え 選ぶ調査開示による調査とは異なり、新聞記事上の表現そのものを掬い取ることができる。これによって、「民族」や「国家」などといっ
の使われ方がどのように
変化してきたか、ということをより具体的な形 検討することが可能となる。思想の変化を受け
の読み答えが行われている場合
に、あ
の出現数の変化やおかれる文脈の変化を把擦できる計
テキスト分析は有効な手段であるといえる。さらに、数的処理を
行うこと より、
部の客観性が保証される
10
また、新聞というメディアは公共的参加を促す告白形態をとっており、活動し作用し合ってい 共同体の内幕話を生み出す(玄
nzzg
ゆ小凶
H}AW
∞JV一MOJ13MM)
。
つまり、新聞は「集間的態度を形成したり暴
蕗すること
(玄
nrHFS3
缶詰-ゆ∞斗一
Mコ)しているといえる。
したがって、新聞記事を分析することで、社会の中で形成されて
オリンピック I美J.iili記事にみられる国家怠識の変谷91 
る意識や態度を知ることができると考えられる。分析対象となるのは、報日新翻データベースハリ
Usm
。ζ
八八年版、
九二年版、九六年版から、「オリンピック」「五輪」のキーワードで検索できた記事六三
A--
一サンプル
(内、
八八年四九
O
サンプル、九
年
。サンプル、
ーいし
\F
」T
JJ
一/PZ
一一ぺサンプル)のうち、今川の
研究の趣旨であるオリンピック関連記事から外れると忠われるサンプル
5
を除いた四八五円サンプル(内、
サンプル、
八八年
九二年一五三一サンプル、九六年晶一九五一一一サンプル) ある
Eo
「国家」の佼誼づけの変化をみるという組旨 いえば、より長期間のデータを集めることが好ましかったが、時間と手に入るデータの制約があり、今凶はこの三つの年に限定して分析を行った。八八年、九三年、九六年はそれぞれソウル大会(夏季)とカルガリー大会(冬季刊バルセロナ大会(夏季)とアルベ
iルビル大会(冬季)、
ゥ
J 
トランタ大会(夏季)が行われた年である。ただ 、九四年から夏季オリンピックと冬季オリンピックを別々 年に行うことになったため、九六年には夏 オリンピックしか行われていない。
3
・
2
データ全体の傾向
オリンピック関連記事に見られる
の位誼づけの変化を分
析するが、まず注目すべき点は、「オリンピック」「五輪」の諾が合まれる記事の震の差である。
総数としても、前述したように
八八年から九
六‘一
O健、
岡山口山??
九二年から九六年で二ハ
で
一事が増えてい 。
つまり、九六年は夏季オリンピックについての
事しかないにもかかわらず、
ー、、
1
、、
Fha
、
''''''升らふ
92 
九
aJ
年よりも多くの記事が書
かれているのである。これは九六年においてオリンピックへの関心が強 ったことを示している。
次に、これら三つの年で、「関家」や「愛国心」など「国家に対
する意識」と関連する一一一一口葉が出現する割合に変化があるのかを調べるため、
コードを作り、そのコ
iドの出現頻度を調べた。新聞記事
へのコ!ドの付与は、以下のようなコーディング・ル
i
ル
2
にし
たがっている。
「国家」というコ!ドは普遍的な概念としての
を表す言葉
及び「国」)手句集めたもので、
方
は「日本人」
を指す一一一一口葉(「臼本」&「国民」(「日本」と「国民」が記事の中にともに含まれることを意味す 以下山内様)など)を集めたものである。ここで普遍的な概念としての
コードを作成しなかった
のは、
という誌が、どこかの国を想定しない普遍的なもの
として扱われる とは少ないと考えたからである。「日本人選手」コ
iドは「日十恥から出場した選手」を表す一言葉(「百本選手」、
本勢」など)を集めたもの 、「国威」コ!ドは国家の象徴や国への愛情の表現として扱われる (「日の丸ヘ「愛国心」など)を集めた。また、「民族」コ
i
ドは、
日本民族という附概念(「日本」&「民
族」など)とが合まれる記事を取り出すために用 た
i
ドである。
そして各コ
i
ドの出現市中〈
8〉の変化を謂べたところ、凶一のよう
になった。ただし、この擦の集計は
単位で行っており、以
ドの分析も問機である。凶一では、四角の重なりが多いほど、ま
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コード
重なりが同じならば閤角形の大きさが大きいほど、出現率が高いことを表している。国
からわかるように、「日本」の出現率は若干
の減少は見られるが、全体的に他のコ
i
ドに比べれば著しく高く、
出現率はすべて四
O%
以上になっている。「国家」、「国威」、「国民」、
「民族」は、減少の傾向にある。このうち、「国家」、「国民い、「民族」は八八年から九
年にかけて特に大幅に減少しており、「国家」で
は十
-四ポイントの減少がみられる。ここから、オリンピックに
ついて諮る捺の「国家」や
といったものの位置づけが、八
八年から九二年までの聞で大きく変化したと考え れる。また、「国家」や「閣成」とは逆に、「日本人選手」は徐々に増加していっ
各コードの出現率の変化A
ている。
つまり、
オリンピックについて書かれる際に、「国威」や
「国民」との関連で書かれ 傾向から そのものの動向につい お脅かれるようになってきているといえる。また、「民族」という文脈で諮られることは少なくなっており 集合的アイデンティティの基盤として「民族」がとられるようになる う流れはこ」ではみられなかった。
図 1
このことから日本においては「国家」だけでなく、「民族」を基
盤とした集合性も失われてき い と考えられる。しかし、個人を指す「日本人選手」という言葉も、彼らに「期待す いという文紙で用いられるならば何らか 集合性がそこに投影されてい える。したがって、これらのコ!ドがどのような文脈で用い れているのかを調べる必要がある。そこで、上記 各コlドがどの語とともに使われて るかを、穴出ハリ
aoH
のコ
i
ド間関連コマンド
5
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を用いて謂べた。そして、これらの語からさらにコ
i
ドを作り、各
コードの出現率の変化を、グラフに表した(凶二)。
「期待」というコ
i
ドは、選手に対して「メダル
や「勝つ」こ
とを「期待」する、また、それがはたせず「残念」とか「ふがいない」 いう記事(「金メダル」&「期待」など)、選手が期待を背負って
を感じているという表現(
「プレッシャー」
など)が含まれる記事、
大三りに
が「関心」宇佐持っていると
いう記事を選び出すためのものである。
方、「活鰻」というコ
i
ドは、選手の活躍を伝え
(「進出」、「マlク」など)を集め
た。
「自分のもの」というコ
i
ドは、オリンピックを個々の選手の
ものであるとみ す「個人主義的オリンピック観」を表す(「選手」&「もの」や
& 
」と」が含まれる記事など)
を選び出すことを目的としたものである。
の心いというコ
l
ドは選手の「気持ち」や選手の発一一一一口を記した
(「心いや
「信念」が含まれる
ど)を選び出すことを自指している。「楽
しむ」というコ
iHF
は、オリンピックに「参加」することに
があるとするものや
に参加している様子安表す言葉(
れやか
1
「のびのび」など)を選んだ。
というコ
i
ドは
「指導者」および 姉弟関係」
(「コ!チ」、「患部」、
「まな弟子」など)を、「外国人 手」は日本以外 民の代表選手指す言葉を、「閤屈の人」は「日本人選手」 親戚や友人、知人表す一一一一口葉を集めたものである。また、「育成 は選手の「育成」に関する言葉(
&「強化」など)ぞ集めたものである。
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図2 各コードの出税率の変化B
い出」は選手の過去についての表現(
&「ころ」&「臼
本人選手いコ
iドなど)を集めたもので、
「エスニシティ
は人穏
や閉店族を表す語(
-朝鮮人」、「日系人」、「アイヌ」など)
を集めたものである。一克服」は「困難」 「克服」や、
そこから
の「復活」を描く記事(「ケガ」&「乗り越える」など)を選ぶことを目的としている。「人間性」は人間性をほめる言葉(コ別向き」、「ひたむき」など)集めたコードである。
また、「政治」
コードは
「政治」 いう一言葉が含まれる を選んでいる。
回二にボしたように、八八年に最も高い出現率を示しているコ
i
ドは「政治」、 エスニシティ」、「育成」、「自分のもの」、「人間性」、「楽しむ」であり 活躍」、「期待」、「選手の
は九二年に高い出
現率を示 ている。また、九六年には「指導者 局間 人」、「外国人選手」の出現率が高いことがわかる。図には現れていないが、「思い出」は九二年が一
%でもっとも高く、「克服」は九六年
が問・八
%でもっとも高い。この結果からも「エスニシティ」に
ついての意識が社会の中で高まっているとはいえないことがわかる。以上から、八八年には、「間関家」や「閤威」、「政治」、「民族」な
ど、集合的なアイデンティティの基盤となる擁念が記事 中で多く用いられていたことがわかる。また、九二年には選手に対する 期待」について語られることが多く、九六年に 日本人選手」やその「指導者」など、選手とそ 周聞の個々人に関する記述が多くなっている。このよう 各年の記事の傾向をより詳細に把握するため上記のコ!ドをさらに組み合わせて、台国家」対「個人辺、
告白
96年
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はvnvQH
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「川昨矧〈
M村
E
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[g] 3 各コードの出現芸名の変化C
本人選手」の活躍〕、門身近な人とのつながりの強調〕という三つ関一一一である。のコ
i
ドをつくった。これらのコlドの出現率の変化を表したのが
門「関家」対「鋼人辺とは、
による選手の育成や「政治」
の関与を否定する記率、およびオリンピックや競技は「自分(選手)
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のもの」である、という文脈の記事を選ぶことを自的としたコ
i
ド
である。
門「日本人選手」の活躍〕とは、「日本人選手」に「期待」し、
そ
の「活躍」を伝える記事、および、選手が「楽しんで」いる様子を、「国家」との対比でなく伝える記事を選ぶコ
i
ドである。
門身近な人とのつながりの強調〕とは、
日本人選手が「盟威」や
といった規模の大きい集団ではなく、
や「周留の
人」といった身近で小さな集団とのつながりの中で 苦難を 克服」する姿を描 た記事を選ぶことを自的としたコ
i
ドである。
門「日本人選手」の活躍〕は、出現率がもっとも少ない八八年で
も一五・九五%と高 綴を示しており、一一一つ 年に共通して現れている。特に九
に高い出現市中を示している。
対「鮪人」〕
は、八八年の出現率が二一一
7
五一%ともっとも高く、
その後、徐々
に出現率を減らしている。逆に門身近な人とのつ がり 強調〕は八八年から九六年 間に出現率を四・九ポイント増やしている。以上のようなコ
i
ドの増減に注目しつつ、
コードが与えられた記事の
内容を具体的 見ていく。
3
・
3
一九八八年|吋国家」の苔定と「日本人選手」
への期待
一九八八年の
の特徴は、
と「個人」を切り離してい
る点にある。
一九八八年には「国威」というコ
i
ドが多く現れてい
る(図一)。しかし、これは決して積極的な意味で使われているのではなく、否定すべきものとして使われている場合が自立つ。たと
えば四月二日の天商人語では、首相の諮問機関が作った答申書一が、
96 
リンビッグでいかに金メダルをとるかを追求した」ものである
」とに触れた後、「けれども、
をめざし、
メダル
スポーツ
の数を
に結びつける発想は、
そろそろ卒業してもいいので
はないか。(中略)走るのは鶴人だ。間家が走るのではない
OL(
強調
による。以下向様)
いている。
また、九月十八日の社説では、「たかがスポーツ、
されどスポ!
ッ。まなじりを決するこ はない。勝ち負けは重要だが、
それより
大事なのは、過剰な期待の荷を負わせず、選手にベストを尽くしてもらうことだろう。また日本 選手は、なにより自分のために競技してほしい。全議や国家の名誉のため、などと無用な露任感、悲壮惑をいだく必要は い。
ロサンゼルス大会で臼本選手が獲得したメ
ダルはいくつだったか。そんな質閥に即答できる国民は、めったいないの
んどのマ心。
こうした意見は記者のみのものではなく 十 四日の投書欄
「私は自分の回の選手を応援するのに反対 のではなく、往々にして、報道が国粋主義的応援に変質させられていること 強い危険を感じ いるのだ。選手名が国名 代え れ、
その誠子が高まるにつ
れて、圏内の世論も、国家ヱゴ 容認する度合いが高まったのではないか。私はマエハタガンバレに、熱烈な拍手をした一九一一時の日本人の心を伺が捕らえて たのかを思うとき、
スポーツと政
治との、
深いかかわりあいを考えないわけにはいかない。」という
意見が寄せられている。
しかし、こうした意見はあくまでスポーツやオリンピック全体に
対する理念なものであり、異体的な競技の話になると、「とくに背泳ぎの鈴木大地選手が一六年ぶりに水泳の
メダルを日本にもたら
し、茶の間も大いに盛りあがった。これから 女子バレーや柔道、マラソンにも期待がひろがっている。吋大切なのは勝つことではなく、参加することだ』と う。しかし無気力な負けかたをする「参加」組に
つい躍が立つのも事実なのだよ(九月二六日社説)とい
うように、
ダ
Jレ
を「期待」するという態度がとられる。特に、
日本が得意とする競技においてはその額向 強い。
つまり、「国家」が選手に期待を押し付けることに否定的でも、
「わたしたち」が選手にする期待には無頓着であるのだ 以上のとから、
一九八八年にオリンピックを見る読点は司翻人』とそれ
に対立する吋国家とであったといえる。選手は「罰家」を背負うのではなく、 個人」として
のため」に競技に参加する。
てコ
まり、
は切り離されている。
また、応援する
と
「わたしたち」もまた 国家 に操作される可能性のあ 存在、
つ
まりは支配的・政治的な「国家」に従属する存在なのである。
3
・
4
・
一九九ニ年
i
新しい「白本人選手いと「日本」像
一九九二
には、「国家」は個人や国民の集合体として表現され
る
一九九二年には、選手の心情や様子、特にその変容について伝
える記事が自につくようになる。たとえば、二月二十日の
では、
「複合の金メダルトリオは表彰式で、
シャンパンを抜き、派手に騒
、
Jwo
'lw
ふ/
一夜明けた一九日朝、選手村では持ち込んだダルマに自を入
れて大騒ぎ。吋今盟のように伸び伸びしている選手は拐めて』と日本オリンピック委員会
(JOC)
の職員が犠変わりに驚く。(山中略)
かつてサラエボ五輪で失敗したスピードの毘
UE
野(現専大監督)は、
単身で海外遠征に出掛け、精神力を養った。悲壮な姿は近寄りがたい雰囲気だった。今の若手には海外レ
i
スを楽しんでいる感じさえ
する。」とある。ま 、
臼の投書欄には、「アルベ
i
ルビ
月
ル冬季五輪大会での日本人選手の活躍に、今までのオリンピックにはない明るさと軽やかさを感じる。とく 男子複合団体で金メダルを獲得した一一一ヶ問、河野、荻顕一一一選手の、癌託のないさわやかな笑顔は、かつての臼本のオリンピックメダリストとは次元の翼なる輝きを放っているように思え
という投書が掲載されている。
「日の丸」や「君が代」についての見方も変わる。「いまでもオ
リンピックで金になれば、
日の丸が撮げられ、君が代がながれる。
それを憎しみをもって見る人はいないだろう。過去をいつまでも引きずって生きるのは、惨めではないか。大事なことは、過去にこだわるよりも、
日本がどうやって悶際貢献していくかである。過去に
心は痛むが、こ 越えねば先へ進まない。私は日の丸を美しい紋家として受け止めている。」(八月二十日投書欄)と う記事 、「その前半ジャンプで 荻原らはほっペたに日の丸をかき込んで飛んだ。現場で取材した我々は、競技が終わ て近寄るまで知ら かった。顔に絵をかいて五輪で競技するなんて聞いたことが あっばれな新人類ぷりと うほかない。(中路)重圧どこ吹く風でのび
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のび飛んだ若者たちの、意表をつくほおの臼の丸は、新世代の額全を痛感させたものだ。」(
二月一七日)という記事にそれは現れて
いる。
つまり、
一九九二年には、「国家」の意味づけは変化していると
いえる。「国家」がその影をひそめ、
が前面に押し出される
[ヌl
)。「国家」はもはや「個人」や
を支配するような存
在として想定されていたりはしない。いまや選手のあり方が「日本」をあらわ るのである。披ら 明るく軽 かな振る舞いや国擦性が、新しい「日本」を象徴することとな 。
そして、「日の丸」
も「国家」の歴史を思
」させるものではなく、いまの「臼本」
のシンボルとして新たな意味を付与される。
つまり、「選手」
や
「倒人」の総体 「臼本」が描かれ ようになっているのであ
る
。qu
・
RU
一九九六年|支えの中で苦難を乗り越える「選手たち」
一九九六年には、人間的魅力を持った「日本人」の姿が表現され、
「国家」としての「臼本」は表象されなくなる。この年、前述しように「日本人選手」についての記事が多くなっている(図
、埼J
O 
それも「期待」の対象というよりは、「指導者 や「周閣の人 たちに支えられて苦難を「克服 する物語 主人公として描かれる。有森裕子選手の銅メダル獲得を受けて書かれ
では、前大会
での銀メダル獲得後、精神的にも肉体的にも「燃えつき」ていた有
森選手の護活のきっかけを次のように伝える。
98 
「有森選手はここで、忘れられない光景に出合う。病院で、お年
寄りたちが黙々と歩いていた。変形性股(こ)関節症で歩けなくなり、人工の校関節を埋め込む手術をした人たちだ。『歩こうと努力することはすばらしい」 思った。吋練習すればまた五輪で走れる私は幸一福だ。私は伺をしているんだ
E(
七月二九日)そして有森は
複活する。この
の最後には両親とのエピソードも書かれる。
「今年五月、有森選手 高地トレーニング中 米コロラド州ボルダーから間報にはがきを出した。「七月二十八日、とても暑いアトランタで、すべてを味方に最高 走りをすることが母さん、父さんへのプレゼントい
いた。鍛メダルで、その約束を果たした。八万人
の大観衆の中に、両親の姿を見つけた。一視 母は、娘 大好きなヒマワリの花を贈っ土品←九、
の中村三兄弟の次男、一一一男がメダルを獲得したことに
ついての
では、一二人の「兄弟の紳」がメダルの獲得の有無より
も強調し 描かれている。づ長男の中村伎央(よしお〉選手だけはメダルに手が届かな ったが、
三兄弟を知る地元。福間の人びとは
官民男のリーダーシップがあったからこそ
一一兄弟はここまでやれ
と口をそろえる。両親を助けて家業を手伝い、弟たちの世話も
する。
メダルの陰には兄の支えがあった。佳央選手が小学六年生の
ときに家業のスーパー経営が苦しくなり、小さな青果活から再出発した。佳央選手は、練習の合間をぬっては父親とともに露店で野菜を売っ いう。弟たちの高校の入学式や卒業式には、仕事 追わ
れる両親に代わって佳央選手が出席した。(中略)昨年十二丹、講道館杯でつ一兄弟がそろって優勝したとき、叔父の藤秀利さん(五一)は「おまえたち、
そろってアトランタに行けるかもしれんなあ』と
話した。佳央選手が一番うれしそうな表情をしてい という。弟たちの成一設が喜びだったに違いない。」(七月
日
こうした記述の中で選手たちに期待されているのは、
メダルでは
なく、人間的な魅力である。
「実際、選手たちは自分の能力を磨くことだけで精いっぱいかも
しれない。しかし、
トップにのぼればのぼるほど、注目され、その
厳しい戦いを勝ち抜いてきたオリンピック選手としての人醗性の質が問問われることになる。オリンピック大会での最終ゴ
l
ルは金メダ
ルを取ることでは 重要なのは、「いかに戦 か」
であり、
吋どう生き かいなのである。」(七月六日)「民衆は孤独な個人としての選手が、
いかに翼ましく、きびしい試練にたちむかつたか、そ
の姿、そのプレーそのものに共感する
日々を生きる雲気も与え
られる。」(七月五日投書欄)選手だけではなく、彼らを支えるマネージャーの頑張りも記事は伝える。「アトランタ入りしてからは特に吋精神的にいい環境作りを手 おういと選手の気分転換を気遣った。自室 開放して話し相手になり、
日本語の雑誌や本を買い集めた。毎日、睡眠時間は三、
問時間と必死だった (中路)とはいえ 疲れが吹き飛ぶよう うれしいことも数多くあった。同じ世代 平中秀子選手(…
)は、
トップスイマ!の心の内を教えてもらい、悩みを打ち明けら 仲
になった。五輪が終わり、手渡された手紙には吋森下さんがいてくれて、
に良かった』とあった。念顧のシャペロンを務めた感想
は『大変なことも多かったけれど
やっぱり楽しかった』。」(一
月二五日)
ここでは、「孤独な個人」である「選手」と、影で彼らを支える
人々の温かなつながりのイメージが伝えられている。「国威」に関する一一一一応策は減り、彼らに期待をかける国民の存在もほとんど記事に表れてこない。
それに代わって、
一生懸命に生きる
「日本人選手」とそ を支える家族や友人 指導者らの姿が描かれるのである。ここで描か るの 、
しく活援する姿ではない。
むしろ、人々が「厳しさ」や
さ」を乗り越えて「努力」する
姿や「ひたむき」に取り組む姿が強調され のである。
4.
考察
オリンピック関連記事の分析をまとめると以下のようになる。
九八八年には、「出家」と 倒人」は明り離されており、「個人」を支記する可能性のある、権威的なものとして見られている。しかし、
九
九
には、「悶家」は出現間数を減らし、代わ
り
つまり「個人」についての記述が増え、
その姿が「臼
本」の象徴と て扱われるようになる。さらに 「日の丸」やが代」も「放戦」あるいは「侵略戦争いという意味ではなく、擦性」の象識として新たな意味を与えられるようになっている。そ
やiま
99-ーオリンピ y ク関連記事にみられる国家意識の変容
して、
一九九六年になると「刷出家」についての記事はほとんどなく
なり、
について、あるいは選手を支える家族や指導者につ
いての物語が多く見られるようになっている。そこでは、彼らが苦難を乗り越える姿や人と人とのつながりが描かれている。
九八八年は第
の戦後にあたる。この時代において、
日本はす
でに管理社会化した先進帝国主義国家であり、
は彼らを抑
圧する所与の体制であった(小熊芯ま凶∞い)。また、オリンピックはソウルで行われたのであるが、この際 南北共同開
一九八八年の
催を行うかどうかで議論が重ねら 結果、朝鮮民主主義人民共和閣は不参加となった経緯がある。し がって、「スポーツが政治的に利用される」 いう話が新聞でも何度も取りあげられており州、告分たちを抑圧する対象としての「国家」という印象を持ちやすかったと考えられる。
一九九二年は、
日本人の悶家に対する意識の変容がメディア
で
伝えられはじめた時期にあたる。湾岸戦争において日本 「同際貢献いがどうあるべきか、という話題がメディアでもたびたび取 あげられ、それまでタブ
i損されてきた憲法九条改正の問題も話題に
なりはじめた(叶英仏聞広}叩甲小)。
九
九
a年は「敗戦闘」
つまり、
としての「日本」の自繭像を捨て、新たな自陣像を模索 はじめ時期にあたるといえる。
一九九七年の記事の中で、
日の丸や君が代
が戦 中の
ではなく、「世界に向けての開かれたメッセ
i
ジ」の象徴とじて描かれるようになったように この年の記事では「新世代」とか「同際性」といった一一一一口葉が強調されている。
例えば、冬季オリンピックでのスキ
i
ノルディック複合で間体男
100 
子が勝利した様子は、次のように描写されている。
「日本の三人が各国の選手、
コーチらに祝福される。英語で外国
テレビのインタビューに答える河野。
人の表情は不思議なほど
冷静だった。(中略)精神的要素に左右される面が大きいジャン
の出米」(池上一二紀・
SAJ
複合部長)を実現したかれ
ら一二人は、プレッシャーに弱いと一一一一口われ続けた臼本選手像とは無
フ
で
縁だ。本番のジャンプの合間に、顔見知りの外国選手と談笑する余硲さえあった。(中略)出擦化時代の新世代 、あっけらかんとした感じさえするさわやかな勝利円だった
J(-
月
九日)
英語が縦一能で、プレッシャーに強く、世界を舞台に「あっけらかん」と勝利する「日本人」の姿は、この時代が求める新たな「日本
人」のあり方を表したものであろう。
に自らのアイデンティティを霞いていた段階を過ぎ、関際
の反省を受け、
社会の中でど ような位置取りをするのかに迷う中で、選手たちが常々と国際社会の一員 っている姿に、
という悶の姿を
重ね合わせてみていた である。
こうした「新しい日本人像」は一九九六年にも高い頻度で摘かれている。しかし、
九九二年に選手を描く際に強調されるのが彼ら
九九六年に強調されるのは、
彼らが
Eu
難」を身近な人たちの支えの中で乗り越える姿である例。
の「掴際性いであった するなら、
一九九
0
年代の日本では、日常を生きるうえでのリスクが顕現し、
これまでとは異なる形態でのコミュニケ
l
シヨンが広がる中で、
「家族」や「倫理」のあり方が変化しているのが明らかになりつつあった(山間
MC2)
。
そのような状況で求められたのは、
日本」
を背負 て出界で活躍すると
i
ロ
i
ではなく、身近な人たちとのつ
ながりの中で懸命に生きる「日本人」の姿 あったのだ。そして、」の身近な人たちで構成される共同体は、
までは広がらな
ぃ。あくまでも家族やチ
i
ムといった小さな範臨のものである。
ステイルマン
(MS3
は、難民や移民となったパレスチナ人の新
たな「ディアスポリック
2360
『芯)」なナショナリズムの特徴とし
て、家族を中心とした 近な倒人についての語りが、共同体のエ!トスの主要 要素となっていることをあげている。「ヒーローは叔父や父殺に 神話はそこにいる誰かから聞いた話に、とってかわられる。そして、黄金の時代は、相父母に属している」
22ESMog
一
日∞)のである。九六年 記事 こうしたパレスチナ人の言説 似た傾向をもってい もちろん、
日本とパレスチナではおかれてい
る状況は異なる。日本にはいまだ領土があり、
日本人がコアィアス
ポラ」の民であるとはいえないだろう。しかし 八八年、九二年、九六年の記事が示すように、
日本人にとっても「国家」の意味づけ
は移り変わっている。
一九九二年には「選手」の姿は新しい「日本」
の象徴として描かれていたが、
九九六年に描かれた「共同体」は
「日本」を象徴してはいると いえない 「日本」はもはや選手たちや問問民を抑圧するような対象で ない。また、選手や由民が世界の
員としての「日本」を作り上げているのでもない。「臼本」はより小さな「共同体」の延長
K
にかすかにあるものに過ぎないのであ
る
。グローバル化が進む中で、国民としての
「埋め込まれた団結
(OHHHZ
監白色∞
O志田口々)」は、民族や一言語や文化に根付いた共通性にとっ
でかわられる
2c
ロ58NCCM
一日∞)。しかし、
日本の持つ政治的・歴
史的背景が、「民族」や「人積」など、新たな共通性へのアイデンティティの移行を阻む。日本は、植民地支配の過翠で、部族 生活闘を無視した国境線 引かれたり、分割統治でエスニック集団閣差異を拡大するような措置を施されたりした経験を持たない。また、遠隔地の諸民放を労働力として移入された経験もなく、遠隔地域に進出することも、被支配地域の独立後まで人的移動が されるほど密接な関係を築くだけの長期支配を行ってもいない
(小熊
33
品{〕い)。
オリンピックの新聞記事の中でも、「民族」や「人種いとい
う概念は八八年から九六年の聞に出現頻度を減らしてお (関
アイデンティティの基盤
となるだけのリアリティを持ちえないでい 山こと わか そしl区!
日本においては民族も、人種も、
て、「国民国家」の文脈から切り離されたアイデンティティは家やチ!ム いった身近で親密な共同体へと帰属する場所を している同じ「がんばれニッポン」という声媛の中にも、時代によってこ
められている意味は違う。し がって、
日の丸のペインティングを
して、君が代を歌う有者たちを見て、岩者の右傾化 危ぷむのは
101-ーオリンピック関連記事にみられる出家窓識の変?G
にすぎるだろう。少なくとも
九九六年の時点では、
人々は臼
の丸への畏敬や民家への愛情から日の丸をつけた選手に声援を送っていたわけではない。人々が選手に重ね合わせてい のは、
出来の
共肉体が失 れつつあることが顕在化する中で、
「孤独な個人」で
あることが自覚さ た「自分」である。そして、家族やチ
i
ムといっ
た親密な 同 の物語を生産し、消費することで なんらかの安らぎを得てい のだとし ら、
それは「岡山家」への凶帰ではなく、む
しろ、より小さ っゲマインシャフト」への報われることない剖帰であるといえるだろう。門汁は〕
たとえば、司自可申口(同町出向
Ng(32)
は大きなスボ
i
ツイベントが国内
にい仔在する人将やジェンダーなどの葉興からおを背けさせ、国内の統合を促進するとともに、よい成績を修めることで、自印刷の近代化や政治的な正当性や 々の解放の度合いが他凶に比べて秀でていることを示す役割を梁たすこ を指摘している。スポiツ社会学 おいては、オリンピックを政業主義との関連で分析しているものが数多くある。例えば 同
J38
仏関同夜間出会事同)、
沼田玄関一見
(Mg
ム)を参照。
問。自の
aR
とは、二
OO
一年に樋口
{M83
によって開発されたコ
i
デイング・プログラムである。日本一絡を被える数少ないソフトウェアの一つであり、無料でタウンロ
lドし、利用することができる。
このソフトウェアでは、形態素解析を問 て日本認のテキストを分部し、ある統計設を用いてその文ぷに特有の特徴語を納出することができる。また、埼∞∞へデiタを出力す 機能も待っている。本論では、計滋テキスト分析を附附 た分析のうち、長山
(MO
むとや秋庭
? ?? ?
(Mgu)
を参考にした。
もちろん、この手法にはデータが少ないと労力の割に報われない、言葉の殴昧さや文脈を盟解できない、という欠点もある。詳しくは、川端。
83
参照。
データベース上に本文のないもの、「リクルート疑感」ぷ少けオリンピック」平少け五翰」「デザイン博」「オリンピック記念青少年」「ハイビジョン 「数学オリンピック」「トトカルチヨ」「大阪湾」っ絢沢オリンピソク」勺就職五輪」「パラリンピック」 英会話学校」「外資系」「テレ 朝日 「〈社告〉 オリンピックスポーツ」「現代詩」叶演劇 つ屯子マネ
i」「日本ハウジン、クローン」「バレリーナ」「サラ
サヤンマ」「牛歩戦術」「絵阿」「新刊」吋
OECD
」叶技能五輪」「オ
リンピック青少年」「大阪港」「(イベントピ デジタル」「五輪兵
J己
一一越挙い「叩子関 叶文化赤十字 一長入試」「シンザンいつむ機業界い「原子が」の認を一つでも含むもの、名前、メダル数、記録の縦列部を除外した。初日新聞を用いたのは一般紙の中で曲目及殺が比絞約金日間く、また 思想傾向としても革新的とされる場合が多いため、「刷出家主義 的で心い胞のナショナリズム 反映されていると考えられるからである。朝日新剖 読者間関につ ては、都市部 高学歴、ホワイトカラ
i
脳
の刻んれがいぬく、思想傾向としては革新的である割合が高い(木村NSSc
したがって、記事内容もこうした読者の傾向に合わせたもの
となっているり能性は.否定できない。コーディング・ルlル 、話そのものというよりも、成念やカテゴリの出現数を数えるために用いるものである。詳しくは、樋
H
Qgs
を参照のこと。今回分析に問いたコlドの詳 いコーディン
グ・ルlルは紙一臓の都合上記載していない。詳制約をお知りになりたい場合は、側別にご山連絡ください。出現率は、そのコーディング・ル
l
ルに巾
iてはまる記事が、
? ?? ?
6 8 
102 
その年
9 
のサンプル(オリンピック関連記事)の中で占める割合を示している。先に示した「日本」「閤家」などのカテゴリと、同じ記事の中で出現している場合に「共起」しているといい、共起が多く起こっているほど認とコ
i
ドの関連は強いといえる。
例えば、「政治 重げは、カネと利権をめぐるすさまじいまでの閥業主義にまみれて激変しているオリンピック」(一月一日)と言う表現ゃ、「もちろん現代のオワンピックには、金メダルの数ばかり争う大国主義、テレビ放映料や食業まるがかえ選手 いった金権主義など、矛盾や問題が山積している。 か 、それも政治的イデオロギーにもとづくボイコットを解決しての話だ
OL(
一月一一一一日)という記事が、
例として挙げられる。 た、凶ニで示しているように、「政治」う一一一一口繋が使わ ている頻度も八八年がもっとも多い。…九九ョ一年のバルセロナオリンピソクでのメダル獲得総数が二二倒だったのに対し、 九九六年のアトランタオリンピックで 一間俄だった。つまり、メダルを獲得すること自体が少ないことにより、臼本人が「軽やかに」勝利する姿を描くことも一九九二年に比べて倒難だったと考えられる。しかし、文中に引用している記事 ある うに、たとえメダルを獲得した選手に制限する記事であっ も、「軽やか」に勝利するというよりは、苦労を乗り越えつつなんとか勝利したという描写が多いことは注目すべき点である。小熊他
(MCCM)
は、日本に広がる「草の根ナショナリズム」の特徴と
して、「夜汀コワアンへの露骨な差別というよりは、その存夜と境遇にたいする拍子抜けするほど 無知」をあげている。ここ からも、現代の日本において「民族」 概念がリアリティを持つものではないことがうかがえる。
10 
(行)
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問。w do Japanese People Feel about the Nation: 
Analysis of the Articles about the Olympic Games 
Nagayoshi Kikuko 
This paper aims at analyzing what Japanese people identify themselves with, focusing on the 
Nation. Many researchers argued that people identify themselves not with their nations but with 
their ethnicities or their races in these days. In fact, it must be true in the post-colonial nations or 
in the multi-cultural nations. However, it should be considered more carefully if you analyze the 
case in Japan, for many Japanese stil believe that Japan is the “ homo-ethnic nation". 1 analyze 
articles about the Olympic Games with the computer-coding. 
As a' result, 1 found the following things. In 1988, Japanese people thought that the Nation 
restrained them, so the concept of the “ nation-states" had a negative image. In 1992, Japanese 
athletes who easily won the game were regarded as symbols of “ New Japan". Th巴 number of the 
articles includin the concepts of the "natiorトstates" were decreasing while the number of the articles 
about the athletes who try hard with the supports of their family members or their team-mates is 
increasing. In conclusion, the nation蜘based identity is now disappearing even in Japan. However, 
the concepts of “ethnic" or “ race" is stil not pl・actical for most of Japanese people. Therefore, 
Japanese people regain small and c10se communities Iike families or teams as objects they identify 
themselves with. 
key Words: nationalism, ethnicity, the olympic games, computer coding, newspaper articles 
105 オワンピック関連記事にみられる国家意識の変w
